
地 域 にお ける 老 年 者 の Ｑｕａ１ｉｔｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ（ＱＯＬ）と ライフ ス タイル

Ｑｕａ燃ｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ ａｎｄ Ｌ並ｅ Ｓ宣ｙ１ｅ量ｎ 飾ｅ Ｃｏ㎜ ㎜ｕｎｉｔｙ 醐ｄｅｒ豆ｙ Ｒｅｓｉｄｅ触ｓ

水 野 敏 子 ・ 瀧 断子 ・會 田 信 子・ 吉 尾 千 世子 ・ 諏訪 さ ゆ り

要 旨

本調査 は基 本健 診受診 者を 対象に ＱＯＬ に関連

する要 因を分析 し、 そ の中で特に地域活動へ参加

して いない老年者の特 徴について明らかにするこ

と を 目 的 に 調 査 を 行 っ た
。 そ の 結 果、 生 活 満 足 度

（ＶＡＳ） が１００狐 ㎜ 線 上 の 平 均 ６７．５㎜ ㎜ で あ り、 全

体に満 足度が高かった。 満足 度 （ＬＳＩＫ） とは有意

な 棚 関 が あ り ｒ ＝ ０１逸３ で あ っ た。 満 昆 度 に 影 響 す

る 要 因 は 健 康 自 己 評 個、 経 済、 人 と の 交 流
、

地 域

活動へ の参加等の他に、 孫の存在や孫の世話の有

無 が満 昆 度に 影 響 して いた と いう 特 徴 がみ られ

た
。 さ ら に 地 域 活 動 の な か で、 町 内 会 ・ 婦 人 会 や

老人ク ラブ、 生産者に関する 会等の地域に根付い

た活動 よりも、 講習会へ の参加や趣味の集まりな

ど、 本 人の意思で選択 できる 活動に参加するもの

の 満 昆 度 が 高 か っ た。

地域 活動不参加者につ いて は配偶 者があり、 睡

圓民時間の 短い家族内の交流の 密度が低い、 経済的

余 裕 の な い 老 年 者 の ＱＯＬ が 低 下 し て い た
。 こ れ

らのこ とがら、 地域活動不参 施者の 家族内交流の

促 進 が 課 題 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た
。

Ｉ． 緒 言

老化の 過程にうまく適 応し、 幸福な老後 を迎え

る こ と が で き る こ と を、 サ ク セ ス フ ル エ イ ジ ン グ

と言い、 より健康的、 活動的な老 年者の 生活支援

へ の 方 商 性 を 示 す 様 に な っ た
。

サ ク セ ス フ ル エ イ

ジ ン グ の 研 究 で は、
老 年 者 の Ｑｕ鋤ｔｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ （以

下 ＱＯＬ と 約 す） が 重 要 な 指 標 と さ れ て い る王）竃〕
。

疾病や身 体機能な どの客観的 ＱＯＬ だけに限らず、

圭観 的幸 福感 や生活 満昆度 な ど主 観的な ＱＯＬ に

ついて も、 健康指標の…つ として研究の重要性が

指 摘 さ れ て き た。

生 活 溝 足 度 に は 健 康 ・ 家 族 ・ 趣 味 ・ 友 人 や 地 域

杜会での交流 ・経済的余裕 ・杜会参加等が影響す

るという多くの調 査結果から、 杜会活動が注目さ

れ る よ う に な っ た３岬
。 そ し て 保 健 福 祉 分 野 に お

い て、 老 年 者 の ＱＯＬ の 向 上 を め ざ し、 老 人 ク ラ ブ

やその他の杜 会参加 を進める プロ グラムが推進さ

ね て き た。 し か し、 杜 会 的 活 動 を 望 ま な い 人 が い

る こ１と や、 さ ら に は 高 鶴 に な る に つ ね ＡＤＬ の 低

下により、 自宅に籠 もりが ちにな らざるを得ない

状況の人もいる。 しかし、 社会的 活動が困難な老

年 者 の 申 に も ＱＯＬ の 高 い 人 も い れ ば、 低 い 人 も

い る
。

家 に 閉 じ 籠 も り が ち な 老 年 者 に つ い て 未 だ

有効な 支援方 法串、 援 助に繋 がる ＱＯＬの研究 は

殆どみられない。 そこで杜会的活動 に穫極的な老

年 者 と、 閉 じ こ も り が ち な 老 年 者 の ＱＯＬ の 持 徴

に つ い て 比 較 調 査 し、 家 に 閉 じ こ も り が ち な 老 年

者 に対する支援のあり方を検討する ことを最終的

な 冒 標 と し た
。

そ のう ち今 回は 基本 健診受 診者 を対 象にＱＯＬ

に関 連する要因を明らかに し、 さ らに地域活 動不

参加 者について、ＱＯＬの高い老年 者と低い老年 者

とを比較 しＱＯＬの特徴を明らかにする。

正Ｉ． 研 究 方 法

１Ｉ 対 象

大 東 町の平 成！ユ隼度基 本健康 診査 受診者の う

ち６０ 歳 以 上 の 老 年 者 １２９９ 人。 そ の う ち Ｖ互ＳＵＡＬ

ＡＮＡＬＯＧＥ ＳＣＡＬＥ に よ る 生 活 全 体 に つ い て の

満 足 度 の 質 問 に 記 入 の あ っ た も の、 ７９５ 人 に つ い

て 分 析 し た。

２
．

方 法

大東町が発送する基本健康診査の 案内に調 査用

紙を同封 し郵送、 健診時に回収 した。 調 査期間は

平成１１年７月 中旬から１１月 中旬までである。

３
． 調 査 内 容

老年者 の属 性、 家庭 内の介護 者や 入院の有 無、
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健 康 状 態、
生 活 習 慣、

地 域 活 動、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 能 力、 交 流 の 程 度、 趣 味、 経 済 状 態、 老 研 式

活動指標 （丁棚Ｇ）６〕 である。 老研式活動指 標はＯ

～１３点 に配点さ れて おり１３点が最 も活動 性が高

い こ と を 示 す。

ＱＯＬ の 指 標 と し て ｙＩＳＵＡＬ ＡＮＡＬＯＧＥ

ＳＣＡＬＥ に よ る 生 活 満 昆 度 を 用 い た
。 そ し て そ の

理由につ いての自艶記載を求めた。 生活満足度尺

度による 満足度は測定される概念があらか じめ規

定されて いることや、 老年者が必ず しも回答 しや

す い 内 容 と は 限 ら な い こ と５） が 示 唆 さ れ て い る た

め、 対象者 自身 の考える満足度について、 特定の

要素ではなく 「生活全体一 に どの程度満足 してい

る か を 測 定 す る た め に Ｖ玉ＳＵＡＬ ＡＮＡＬＯＧＥ

ＳＣＡＬＥ （以 後 ｙＡＳ と 表 現 す る） を 周 い た。 ＶＡＳ

に よる 生活満 昆度 はＯ～ユ００触ｍ の線 上に示 され

得点 化される。 ！００が最 も満足度が高いこ二とを示

し て い る。 そ し て 同 時 に 生 活 満 是 度 尺 度 火 （１ｉｆｅ

Ｓａｔｉｓｆａｃｔ１ｏｎ Ｉ 椀 ｅｘ Ｋ 以 後 ＬＳＩＫ と 表 現 す る。）？）

を用い両者 を比較検討 した。

４． 分 析 方 法

本調 査で は ｙＡＳに よる生 活満足 度に影響 して

いる 因子 を分 析す るた め、 各因子 につい てｙＡＳ

得点の平均 値を娩較した。 その後、 地域活動不参

加者について、 ｙＡＳ得点７５点以上と５０点以下の

２ 群 に つ い て、 各 因 子 と 〆 検 定 を 行 っ た。 今 回 は

有 意 確 立 を ｐ ≦ Ｏ．１ 以 下 で 求 め た。

さらに自 由記載 による満昆度の理薗について内

容を 分析 し、 生活 満足に関 する要素 を検討 した。

な お 解 析 に は 統 計 パ ッ ケ ー ジ ＳＰＳＳ 附 ８ を 用 い た。

遡． 結 果

司． 対 象 者 の 特 性

ユ） 基本的属性 （表１）

最初に対象者の 基本的属性について分析を行っ

た。 性 別 は 女 性 が 多 く ５４．Ｏ ％、 男 性４５，７ ％ で あ っ

た
。

年 齢 は ６０ 歳 代 が 最 も 多 く ５５．８ ％、 ７０ 歳 代、

３８．５ ％ で あ り、 ８０ 歳 以 土 が ５．７ ％ と 箸 し く 少 な か

っ た。 配 偶 者 の あ る も の が ７２，３ ％ あ っ たむ 息 子

と の 同 居 が ５５．１ ％ で あ り、 孫 と 同 居 し て い る も の

が４７．０％と約半数 であり３世代家族が半数近いこ

と が 示 さ れ て い た。

菱１ 栽 象 者の 特 性

性男１ｊ

男性

女性

隼齢
６０畿 代

７⑪歳 代

８０歳 以ニヒ

観偶者 の奮無

あり

なし

著系とθ）扇 層 の 有 無

あり

なし

蒙 籏に 介 護・入 院 の幽 要 な 人の 宥 無

灸 護 の 幽 妥 な人 が いる

入院申の人 肌、る

い ない

健簾である

はむ、

む、い 完

活 戴 繕 標（丁洲Ｇ）

１傭 以下

ｊ２点 以 上

定期的な運動習嬢

ほい

いい 完

獲眠時闇

６跨 闘 琢下

７～８跨 間

９蒔 閥 以 上

治 療 申 の 病 気 や症 状の 有 無

あリ

なし

蒙庭虜での投 獣 複数回答）

蒙箏

鰯牡事

庭仕箏

孫 の 遣 姦

その 勉

役 留 なし

義圭入 や蔓重所６）入とよく書萎葦ニニをする

表くす る

普遜

しない

家族とよ＜…糺 をする

ぷくす る

着通

し 楓 ㌔

タ 窟 を窪 ぺる 時 の 人鐵

１人

２人

３～専人

５人 微 土

趣昧の宥無

あり

なし

若 い 時 の 雌 域 の 集まりへ⑳ 参 施

案 まりへ の 参カ纈淋 好き程
一 人 の 方 赫負手きだ

経済状態

蓄労 してい る

どちらともいえな い

善 労してい ない

蘭＝７９５

注 牒 竈 入 者 の 謹 轍 ま省 略 し潅． 跳 の 算 鋤 二 関して は７９５を 母 数とし危
．
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２） 健康につ いて

健康 への白己評価につ いて 質問した 結果、 健康

で あ る と 回 答 し た も の は 迅２．１ ％ で あ り、 健 康 で な

い と 回 答 し た も の が ５３．８ ％ と 約 半 数 で あ っ た。

会 話が困難な もの は少 し困難を含めて３９人、 ５，７

％ と少なかった。 聴力に 間題の ある ものは少 し聞

こ え 難 い も の １７．６ ％
、 非 常 に 困 難、

３ 人 で あ り 少

な かった。 活動の程度につ いて は老研 式活動指 標

（Ｔ Ｍ工Ｇ） の 平 均 得 点 が １１．６
± ２．０点 で あ り、 １１ 点

以 下 が ３６．５ ％、 １２ 点 以 上 ６０．９ ％ あ り 活 動 能 カ が

高 か っ た、

３） 家族 内での役割

家 事 を 行 っ て い た も の 逐９
．
９ ％

、 畑 仕 繋 ６３．５
％

、

庭 佳 事 ６９
．
五 ％

、 孫 の 世 話２３．１ ％ な ど で あ り、 役 割

の な い も の は １
．
４ ％ と 非 常 に 少 な か っ た。

４） 交 流の 程度

日頃の交流につ いて 質間した結果、 友人や近 所

の人 と語 を した り、 つき あ いがよ く ある も の が

５２．３％ で あ っ た
、 家 族 と よ く 語 す は 迎２．３ ％、 普 通

５３．３ ％ で あ り、
よ く 話 す と 普 通 を 含 わ せ る と ９５．６

％であり家族間交流 は豊かなものが多かった。 夕

食 を と も に す る 人 数 は ５人 が 最 も 多 く ３０．４ ％、 １ 人

６．８ ％ で あ っ た
、 趣 味 あ り は ６６．５ ％ を 占 め て い た、

若い 時 には 地域 の集 ま りへ の参加 を 好ん で いた

か、 一人を好んで いた かを質間した結果、 若 い 頃

より地域の集ま りに参加 していたもの が多 かった。

経 済 状 態 は 苦 労 し て い る １３．１ ％、 ど ち ら と も 言 え

な い ５６．２ ％、 苦 労 し て い な い ２９．３ ％ で あ っ た。

５） 地 域活動

杜会参痂の一つ である地域での活動について 複

数回答を求めた結果、 町内会・婦人会への参加 が

（除 概）

町肉会 燭 人会

１０．３ ％
、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 １３．６ ％、 老 人 ク ラ ブ

蝸．３ ％、 生 産 に 関 す る 活 動 １０．２ ％、 各 種 講 習 会

６．７ ％、 趣 味 の 集 ま り 盗５．５ ％、 宗 教 の グ ル ー プ ７．７

％ であり、 何らかの地域活動に一つ以上 参加 して

い る も の が ８１．９ ％、 全 く 参 加 し て い な い も の カ式

１８．１ ％ と 参 加 し て い る も の が 非 常 に 多 か っ た
。

６） 生活満昆度

生 活 満 昆 度 ｙＡＳ は 平 均 得 点 が ６７．５ ± ２１．６ 点 で

あ っ た。 図 ２ に 示 す よ う に、 中 央 の ５０ 点 に 印 を 付

け る も の が 最 も 多 く １６．２ ％
、 次 い で ８０ 点 １１

．
９ ％

、

８５ 点 １０．８ ％ の 順 で あ り、 得 点 の 高 い 方 向 へ 多 く

分 布 し て い た、 ＬＳＩＫ の 平 均 得 点 は ６．２
± Ｌ６ 点 で

あ った、 生活満足度ＬＳＩＫとＶＡＳとの相 関係数は

０．４３ で あ り 有 意 な 相 関 が 得 ら れ た （Ｐ 二 〇。ＯＯＯ）。

《Ｎ筥７９５）
（人）１２０

９０

６③

３③

０
⑫ １③ ２① ３０ 珊 総 §５ 総 ７§ ８§ ゆ５ 得 叡慮）

図 ２ 生 活満 足 度 （ＶＡＳ）

２． 生 活 満 足 度 （ＶＡＳ） と ラ イ フ ス タ イ ル

１） 家族と生活状況 （表２）

性別 串配偶 者の有 無によ る平均 ＶＡＳ得点 の差

はなかったが、 孫と同 屠する もの に満昆度得点 が

高 い 傾 向 が あ っ た （ｐ二０，０５８）、 健 康 で あ る も の が

表２ 生活 満足 度 （ＶＡＳ） と 家 族・ 生活 状 況

昨凋藪

嚇ランティア清動

老人クラブ

潤費看活軸

生産に圏する細合

各穫蓄習会

趣 昧⑳集蓉リ

祭教のグループ

参加していない
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図マ 地域 活 動へ の 参加 （複 数回 答）

人 乎淘憧 擦準偏差

３６３ ６６．４ 塁◎。９

女 ４２９ ６７
．
６ 泌

。
３τ

７◎歳 代 ３０６ 鑓．１ 鍬７

８◎歳 代 ４５ ６８
岳
３ 幻

。
⑬

配偶書の有無 あり ５９？ 蟻郷

なし ηＯ 銅。⑩

幻
。
７

羽．蟻

孫との同屠の宥無 あり ３η 鑓潟

なし 菊◎ 鑓。縁

幻
衙
碍 障ｏ郷８

刎
由
断

健慶である はい 鎚５ 蛾盆

いい更 姫８
、

粥ユ

班。⑪ 醇⑬伽盈

幻
。
蟻

溝動指榛（ＴＭｌＧ） ヨ傭 域下 郷Ｏ 錦。７

１２魚 以上 蝸劣 鑓。４

毛
抽
怨

奄吐⑩

４⑧⑰（人）
定期的な運動習憤 はい 蝸７ 鎚渥

い い え
’

酬 ７ 髄
。
藪

忽⑬，７ 炉⑪鯛儘

鯉
，
奄

睡眠時間 ６跨間映下 渦２ 概蟻

７榊８時 闘 ５７６ ㊧９，司

９時 闇 以 上 塊 鑓
，
δ

蒙１１｝榊
鋼
。
⑬一
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健 康 で な い も の に 比 べ 得 点 が 高 か っ た（貯 Ｏ．０１２）
。

睡 眠 時 問 が 少 な い ６ 時 問 の も の が
、

７～８ 時 聞 の も

の に 比 べ 満 足 度 碍 点 が 高 か っ た （ｐ 饒 ０，００１）。

２） 地域活 動 （表３）

一つ以上地域活動に 参加 しているものは、 参加

し て い
’
な い も の に 比 べ 摘 足 度 得 点 が 高 が っ た （ｐ

・・Ｏ．０６８）。 地 域 活 動 の 中 で も 町 内 会 。 婦 人 会 や 老

人クラブ、 生産 に関す る組合な どでは満足度得点

に差がなく、 各 種講習 会への参痂や趣味の集まり

な どへ参加する ものが参加 しないものに比べ滴足

度 得 点 が 高 か っ た （ｐ ＝ Ｏ．００◎
， ｐ 二 〇

、
０８０）。

表 ５ 生 活 満足 度 （ＶＡＳ） と 家庭 肉 での 役 割

齪＝了 騎

人 平均嬉 標準編差

なし 鰍 ６７，３
２０

．
８

義 ３ 生 活満 足 度 （ＶＡＳ） と地 域 活動
饅芒溜蔓

鰯牡 事 あり ５釧 ６？一５ ２欄

なし ２８２ ６６
．
含 乏１

，
６

庭 牡 事 あり ５４６ ６８
、
尋 ２１

．
Ｏ 測、

０２５

なし ２３７ 徽
．
５ ２２．５

人 導篤鰹 類拳編蓬

蝿 蹴 翻 への参滋ｏつ 舷 ） あり 梛．ｃ９ 竃？
、
５ ２１

．
６ 暮・竈．㈱

な し 潮 ６皐
，
０ ２２

．
§

蒙 族 の 椙 談 役 あり ２９５ ６８
．
置 ２１

．
３ Ｐ二〇、

㈱

なし 棚 鯛
．
４ ２１，６

孫 の 糧毒香 あ り 】？３ ６冒．８ ２ｊ－５

なし ㈱ ６６，５ ２１，５

役 罰 なし 篶 フ４，１ ２０．Ｃ

鋤 η２ ６？
．
１ ２１

．
５

欧 錦 会・煽 人 会 は い 竃２ ６フ．５ ２０、司

い いえ ？毛３ 竈６
，
９ ２１、暮

稀うンテイア慧動 はい １⑪暮 ６暮．２ ２２，｛

も、も、象 鰯フ ㈱
．
竈 ２｛

．
サｒ

い い え 尋２フ ㈱
．
て ２２．⑪

；繍 嚢薄 動 はい ２３ ヲ望
，
Ｏ １８．８

い いえ η童 鰯
．
唇 ２ヨ

、
８

隻 養に関する縫会 はい 竃１ 灼
．
５ ２０．…

い い え ？秘 ６６
．
５ ２†

．
蔓

各 穫 講 習 会 は い ５３ η
．
２ ｛８．葛 炉ｏ，ｏｏｏ

も１い 完 季４２ 竃６
、
薯 望ｊ．８

趣 味 の 集 まり 脇 、 ３５竃 ６８
．
５ 童２．３ β・ＯＯ島

い い え ４３？ ｅ５
．
…１ ２１，２

豪 教のグル ーフ はも、 馴 碗
．
５ ２４，２

い い え 享３４ ６フ
．
言 ２コ．５

５） 交流・経済状況 （表６）

友人や近所の人とよく謡をするものは、 満足度 が

普 通 や な し の も の に 比 べ 高 か っ た （ｐ ㍗ ０
，
０１２）

。

家族とよく誘をする もの は普通、 じない もの より

得 点 が 高 か っ た （ｐ ＝ Ｏ．ＯＯ逐）。 趣 味 の ゐ る も の が

な い も の に 此 べ 得 点 が 高 く （ｐ ＝ Ｏ、◎蝸）、 若 い と

き に 地 域 の 集 凄 り に 参 加 し て い た 人 は、
一一 人 を 好

ん で い た も の に 比 べ 得 点 が 高 か っ た （ｐ ＝ Ｏ，０◎盗）。

経済 的に は苦 労 して いな い もの が苦 労 して い

る、 ど ち ら と も い え な い も の に 此 べ 得 点 が 高 か っ

た （Ｐ ＝ Ｏ
．０

００）。

表６ 生活 満足 度 （ＶＡＳ） と 交流 ・ 経済 状 況

詞・郷

人 平簿鐘 榛準績蓋

３） 会話・聴力 （表遜）

会話に問題な しに比べ、 少し困難のあるものの

満 足 度 得 点 が 低 か っ た （ｐ 二 ◎．ＯＯ逐）。 聴 力 に は 差

カミな カ・っ たＯ

表 ４ 生溝 溝 足度 （ＶＡＳ） と 会 話・ 聴カ の 程度

友燃の鵬をする謡る 纂； ｌｌｌｌ ｌｌｌｌ｝
榔２

しない １４ ５薯．毒 螂

雛と鮒る 謡る １；１器１－１ザ㈱

眺い ２２ ５９，１ ２３石

趣蒔の宥無 あリ ５２９ 鑓２ 皇鵬 Ｐ＝§．鱗竃

なし 棚 鱗室 ２２．５

国・ 湖

人 平均鱈 標準偏差

著い蕪⑳鞄域⑳集まリヘ⑳参掬 集まリヘ⑳参掴が聾きだった ５１書 鑓．｛ ２１．３ 厚＝膏．竈ｏ毒

一入嚇 醐き着った １ξ２ 鎚一華 皇３．１

人と藷㈱ 鱗 灘繋写１１１１ゲ
麟 翰 １１１１ 紐榔

臨力 闘題なし ６２§ 棚．フ２ ２｛，５３

沙し園難 司幻 竈４，
２２ ２ミ．

８‘

輔 に 駿 ξ ６５．ｏｏ 篶、１５

秘脳

４） 家庭内での役割 （表５）

家事や畑 佳事、 家族の欄談役の有無による 満足

度には差がな かっ た。 庭杜事や孫の世話の役割を

持つ ものは持たな いものより滞足度碍点が高かっ

た （Ｐ ㌃ Ｏ
，
０３

， Ｐ ＝ Ｏ
．
０７９）

。

榊．０５

３． 生 活 溺 足 度 （ＶＡＳ） に つ い て の 理 菌

生活織足度 （ｙＡＳ） の線上のある箇所に 印を付

け た 理 出 に つ い て 「何 故 そ の よ う に一曽、わ れ る の か

ご 自 菌 に お 書 き 下 さ い」 と 記 し 説 明 を 求 め た。 こ

の よ う に し て 得 ら 槻 た 内 容 に つ い て、
猫 昆 度 の 理

由 を 分 類 し た
。 分 類 す る に 当 た っ て 複’数 の 理 由 を

記述 して いた 場含には、 理菌 ごあに」つずつ 分け

て 分 類 し た。 一 つ の 理 歯 を 至 ポ イ ン ト と し て 分 類

１６ 一



項 目 ご と に ポ イ ン ト 数 を 算 幽 し た。

記 述 さ れ た 理 由 は 全 部 で ７６０ ポ イ ン ト あ っ た。

最終約に集約 された分類項目の 申で多 かった 頗に

以下に説明す る。 最も多かった理由は ｒ自分 や家

族の健康 に関 わる内容一 であり、 ① 自分 が健康で

ある②家族 が健康である③自分と家族 が健康 であ

る、 ④ 健 康 で 働 け る、 動 け る ⑥ 健 康 な の で 趣 味 や

旅行が楽 しめ る⑥家族全員が元気で働いて いるな

ど で あ っ た 。

第２位が、ｒ満足度は自分の考え方によるな どの

価値を伴う内 容」 であり、 ①満足度はその人によ

り考え方が違う がま あ凄 あの人生だったか ら②若

いとき頑張った から今は報われて幸蛙④多少不足

が施るほうが頑 張れるので○○の程度の満昆であ

る と言轟 し て い た。

第３位は 「自分と家族と家族の 病気に関わる内

容一 であり、 ① 自分 が病 気である、 ②家族が病気

である③自分と家族 が病 気であるな どがあげられ

て い た
。

第逐位は 「家族との関係や家庭 生活に関わる内

容」 で あ り、 ③ 家 族 と 伸 良 く 生 活 で き る こ と、 ②

家 族 が 心 配 し て く れ た り、 協 力 し て く れ る ま た は

不 和 で あ る こ と な ど で あ っ た
。

第５位、「趣 味や楽 しみができることに関する内

容」 であり、 ①旅行 ができ る、 ②夫婦で楽 しみを

昆つ けて いる ③趣 味の会 に 参加 でき る④ク ラ ス

会・ 同窓会に参加できるこ とな どがその具体的理

由 に 挙 げ ら れ て い た
。 そ の ほ か 地 域 活 動 や ボ ラ ン

テ ィ ア 活 動、 経 済 的 豊 か さ、 仕 事 を 持 っ て い る こ

と な ど が 理 由 に あ げ ら れ て い た。

さ ら に、 性 別 や 年 齢
、

滴 足 度 の 程 度 に よ る 理 窮

の 相 違 に つ い て 分 析 を 行 っ た。 そ の 詳 細 に つ い て

は本報告 の後ろの資料に記 してある。 興 味深い結

果 が 得 ら れ た の で 是 非 ご 覧１頁 き た い。

４． 地域活動 をしていない老隼者の生活満足度

（ＶＡＳ） の 比較

次 に汽
杜 会 参 加 を 行 っ て い な い 老 年 者 が ど の よ

うに Ｑ 帆 を 保って いるの か、 そ の影響 する要因

を 明 ら か に す る た め に、 地 域 活 動 を 一 つ も 行 っ て

い 飢・老年者 について、 生活満足度 （ＶＡＳ） が７５

点以上の高 い群５９人と、５０点以下の低い群５８人

に 限 っ て 比 較 検 討 し た
。

！） 家族と生活状 況 （表７）

満 昆度の 「高群一 と 「低群一 との 間には年齢、 性

別 に よ る 差 が な く
、

孫 の 有 無 に よ っ て も 差 が な か

っ た。 し か し 両 群 問 に 配 偶 者 の 有 無 に よ る 差 が 認

め ら れ、 配 偶 者 あ り が ｒ低 群」 ８６．５ ％ で あ り、 ｒ高

群」 の ６３．８ ％ に 比 べ 「低 群」 に 配 偶 者 の あ る も の

が 多 か っ た （ｐ 亡 Ｏ
，
０ｑ８）。 両 群 問 に 健 康 や 運 動 の

実施 の有無による差がなく、 睡眠時問が６時間以

下 の も の が 「高 群一 で は 亙Ｏ
．
２ ％

、
「低 群」 で は ２９

．
６

％であり、「低群」 に睡眠時間の短い ものが多 がっ

た （ｐ ＝Ｏ．０１６）。 活 動 指 数 （丁雌玉Ｇ） は 両 群 と も に

１１ 点 以 下、
１２ 点 以 上 が 各 冷 半 数 近 く あ っ た。 会

話や聴力障害の有無による差 はなかった。

表７ 地域 活 動不 参加 箸 の 生溝 満 足度 （Ｖ《Ｓ） と 家 族・

生潜 状況 満 是 度の 違 いに よる 鈍較

生溝溝離 （Ｖ《Ｓ〕繍
フ５鳶以土 ５０煮以下 舎 討

入概） 人㈱ 人棚

女鮭 ３２㈱勿 ２榊彗お） ５叡５⑪⑨

醍燭書の有無 統り ３フく６３遇） 楓８６巧〕 竃２榊創 ｐ＝Ｏ郷

帆 ２㈱ ⑳ ？１峨〕 ２８１欄）

孫との同溝の宥無 あり ３０｛５１コ； ２～〔５湘） ５孤５鯛）

なし ２８１螂） ２５（ξ８．１） ５３（４鋤

健療である はい ２フ｛５０⑨ ３２（鰍４） ５９｛５５．１；

いいえ η｛５０．Ｃ） ２１｛３鮒） ４魯｛鋤創

定鞠釣な蓬動習慣 ぱい ９０８⑨ 脳２フ．、） ２２（泌４）

も、いえ 幻｛８２鋤 ３５（雅．９） 那（η⑥

睦醍蒔閥 鵬閥 ６（岨２） １叡２㈱ ２２１脇）

フ～ 鵬 閤 ５㈱ コ） ３３１６１．ｌ１ 蜘 ３石）

９時闘吸土 ３（５．１） ５１９３； ε１ 洲

罧・ｏ ㈱

１翻 繕数１珊１Ｇ） 引点以下 ２８｛５０Φ 郷 側 ５８１５２３）

鵬 以上 ２欄 ⑨ ２５（４蘭 ５３（４柵

含 看十 ５９（１Ｏθ鋤 ５８（１００Φ １ 帥 ００．Ｏ）

２） 家庭の 中の役 割 （表８）

；主）未記入看は除いて％を蓄…示した．

表 ８ 地 域活 動不 参 椀者 の生 活 満足 度 （ＶＡＳ） と 家庭 内

で の役 割 満 足度 の違 い によ る比 較

；書・ 足
ユ

（ＶＡＳ葦手等
，．、

７５ 鰍 上 ５０鰍 下 含 計

入㈱ 人㈱ 人㈹

なし ２３ ㈱ ２〕 ３１１５５．卑） ５９１５ｉ．８）

あり ３０（５１３） ２５㈱
，直

） ５５１尋８
，
２）

鯉仕箏 なし ２５（｛３．１） ２榊２．９） 鰍ξ鋤

あり ３３１５６．９） ３２（５ヲ、わ ６５１５ 湖

震牡箏 なし ２１（３６．２） ２６１４ 酬 榊 １．２）

あり ３７（５３，８） 鍬５３．６） ６フ（搬 １

蒙族の福言蓑役 なし ３フ㈱，８） 鰍 湘．ε） 鰍 湘．２）

あリ ２閑６．２） 、３（２３．２∋ ３尋（２９岩）

孫の撞藷 なし ４？（引 ⑨ 奉５（８０．専） §２｛ＳＯ．η

あり １１０９．Ｃ） 】】（１９，６） ２２｛１９．３〕

役留 なし ｏくｏ．ｏ） ｏ（９⑧ ⑪（ｏ．ｏ）

あり ５８（｛ＯＯ刷 ５６（１００鋤 パ玖１００Φ

含 言十 ５９００θ一〇） ５８０００Φ １１７０００．Ｏ）

濠）奈露 入者は嬢いて跳を簑示した．

至７ ・



家事や畑佳事 等は両群とも約半数のものが役割を

持っており両群 に差がなかった。 庭仕事や孫の世

話 に つ い て も 両 群 間 で 差 が な か っ た。 役 割 の な い

も の は 両 群 共 に い な か っ た。 家 庭 内 の 役 割 に 関 し

て は 両 群 問 に 差 が 認 め ら れ な か っ た。

３） 交流 と経済状況 （表９）

親しい友人や近所の人との 交流の程度には両鮮

聞 に 差 が な か っ た
。

し か し 家 族 と の 交 流 に つ い て

は、
ｒ高 群」 に よ く す る と 回 答 し て い る し て い る も

の 逸７，５ ％、 普 通 蝿．２ ％ で あ り、 「低 群」 の よ く す

る ２６．３ ％、 普 通 ６砥．９ ％ に 比 べ、 「高 群」 に よ く 話

す も の の 割 合 が 高 が っ た （ｐ ＝ Ｏ．０４６）。 夕 食 を 共

に す る 人 数 が 「高 群」 で は ３～４ 人
、

３２．１ ％、 ５ 人

２ 人 、 ２８．８ ％ 、 ５ 人 以 上 ２６，８
％ の 順 に 多 か っ た。

ｒ低 剤 では２人が３７．Ｏ％と最 も多 かったが両群

間 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た。 趣 味 に つ い て

は両 群と も半 数 近く 趣 味を 持って いる もの が い

た
。

若 い と き に 集 ま り に 参 加 す る の を 好 ま ず、 一

人の方が好きだった ものは 「高群」 に比べ ｒ低群」

に 多 い 傾 向 が あ っ た （ｐ ＝ Ｏ．０９２）。

経 済 状 態 は 「高 群一 で は 苦 労 し て い る が ８．８ ％

と 少 な く、 苦 労 し て い な い 砥２
．
１ ％ で あ っ た 淋、

ｒ低 群」 で は 苦 労 し て い る も の が ３５，７ ％ と 多 く、

苦 労 し て い な い も の は ！０．７ ％ と 少 な か っ た （ｐ コ

Ｏ．０００）
。

蒙 ９ 地 域 活 動 不参 加 者の 生 活満 足 度 （ＶＡＳ） と 交流 ・

経済 満足 度の 違 いに よる 比 較

活・ 顕 ㈱ 鳩
，．，
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考 察

本研究は老年者のＱＯＬの要 因につ いて調査 し、

さ らに 杜会活 動に消 極的な老 年者 のＱＯＬ につ い

て、 ＱＯＬ の 高 い 者 と 低 い 者 を 比 較 検 討 す る こ１ と に

よ り そ の 特 徴 を 分 析 し た
。

互） 老年者の特徴

基本健診受診者を対 象としたことか ら、 本 研究

の 対 象 者 は ６０ 歳 代 が 多 く
、 活 動 能 力 は 平 均 １王、６

点と高く、 吉谷野畳〕 らが全 国の在宅老年者を 調査

した結果 の平均１０，８点に 比較 して も活動 能カ が

高 か っ た。 さ ら に 地 域 溝 動 も 活 発 で あ り、 何 ら か

の家族内役割を持って いる、 そ して近所や家 族内

の交流 も活発な老年者 像を示していた。

２） 生活満昆度とライフスタイ ル

生 活 満 足 度 （ＶＡＳ） は 平 均 ６７，５ 点 で あ り、 肯 定

的な もの が多かった。 生活満足度 （ＬＳ１Ｋ） との相

関 が Ｏ，４３ で あ り、 中 程 度 の 相 関 で あ っ た
。

ＬＳ玉Ｋ

は 「人生全体についての満足 感」「老い につ いての

満 足感一 「心理的安 定一 につ いて測 定 して おりη
、

老年者自勢の考 え方や老いに対する姿勢 を間 うて

いた が、ｙＡＳの点数は生活全体の満足 度を問うて

いる。 そ の結果、 理由の自菌記載に示さ れたよう

に、 家 族 の 仲 が よ い こ と、 家 族 が 健 康 で あ る こ と

な どのよう に、 家族が問題なく生活す ることを理

由 と す る 内 容 が 多 か っ た。 こ の 欄 違 が ＬＳ玉Ｋ と

ｙＡＳ の 相 関 を 低 下 さ せ て い た と 考 え ら れ る。

ｙＡＳ に 差 の あ っ た 因 子 は 健 康 臼 己 評 棚、 経 済、

人との交 流、 地 域活動への参加な どこ れま で生活

減 足 度 に 影 響 し て い る と さ れ て い る 因 子３帖５∋ が 本

調 査にお いて も満昆度と関連があっ淀 ことが確認

さ れた。 年齢 や活動能力が生活満足度 に影響する

と 言 わ 杭 て い る が、 本 調 査 の 緒 累 で は こ れ ら の 困

子 に は 差 が 認 め ら れ な か っ た
。 こ れ は 本 調 査 の 対

象 者が活 動性の 高い比較的元気な老年 者が多かっ

た た め と 考 え ら れ る。
地 域 活 動 ⑳ な か で、

町 内

会 ・婦人 会や老人クラブ、 生産者に関 する会等の

地域に根付いた 活動よりも、 講習会へ の参加や趣

味の集ま りなど、 本人の意思で選択 できる活動に

参加するものの満足度が高かった。 太東町は 生涯

学習としての各種講習会カ楯 発 であり、 参施 度が

…主〕未記入春は驚いて艶を衰示むた．
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高 い８） こ と か ら こ二れ ら の 活 動 が 効 果 を 奏 し て い る

と考え られる。 孫との生活や孫の世 話をす ること

な ど、 孫 との生活が満足度に影響 して いた。 大東

町は３世代家族が多 い地域ではあるが、 年々一 人

暮 ら じ や 夫 婦 の み の 世 帯 が 増 加 し て い る竃） こ と が

ら、 今後 子供と触れあう機会 が少な い老年 者が増

加するこ と考えられるため、 子供と 触れあう 機会

を設定す る必要が示唆さ抗た。

３） 地域活動に 参加しない老年者の満足度

地域活動 に参加 しない老隼者に隈って、 満足度

の高い もの と低いものを娩較 した。 その結果 満足

度 の高 い もの は低 い もの に比 べ、 経済 状態 が 良

く、 配 偶 者 は な い も の が 多 か っ た が、 家 族 内 の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 良 い 者 が 多 か っ た
。 こ二の よ う

な結果は地域活 動に参加 して いない老年者の場合

に は、
近 隣 と の 関 わ り よ り も、 家 族 の な か の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 重 要 で あ る こ と、 そ し て そ れ を

支え る 経済 約余 裕 が重 要 であ るこ とを 示 してい

る。 満昆度の 自由記載の理由の中で も家族につ い

て取り上 げて いるものが多かったことか らも家族

が満足度に 非常 に強い影響を持つことが明確にな

っ た。 そ し て、 満 足 度 の 高 い 老 年 者 も 低 い も の

も、 地域活動 と して趣味の集まりには参加 しない

が、 個人的に趣 味を持つものが半数以土いたこと

が 注 目 さ れ る。

自塵記載か ら健康が満足度の理由と して最 も多

かったことか ら、 健康増進や予防活動の重要性が

確認された。 さ らに家族関係が満足度に強い影響

を 持 っ て い た こ と か ら、 家 族 全 体 を 視 野 に 入 れ た

保健活動が重要 である。

迎） 今後の課題

今年度は基本 健康診査受診者を対象と して調査

を行ったので、 地域活動に参加 しない老年者は少

く、 比較的活動 的な 人たちであった。 健診未受診

者は移 動や歩行 が困難な者が多く家に閉 じこ もり

がちな老年者が多 いと考えられるため、 来年度は

未受 診者 へ の調 査 を行 い、 地 域活動 に 参加 じな

い、 閉 じ こ も り が ち な 老 年 者 に つ い て 継 続 し て 検

討 して行く予定 である。

Ｖ
．

結 論

本調 査に より、 大東町における活動能力 の高い

老年者 の生活満足度に影響 している 生活 状況を示

す こ と が で た。 地 域 活 動 の な か で、 各 種 の 講 習 会

への参加 や趣味の集まりな ど、 本人の意 志で選択

で き る 活 動 に 参 加 す る も の の 満 昆 度 が 高 が っ た
。

生活満昆度が高く、３世代家族が多 い犬 東町では、

老年 者本人 の状況と同 じ様に、 家族の状 況が満足

度に 影響して いた。 地域活動不参加者に ついては

配偶 者があっ ても、 家族 内の交流 の密 度が低 い、

睡眠時間の 短い、経済 的余裕 のな い老年者のＱＯＬ

が低 下して いことがら、 地域活動不参カ四者の家族

内交流の促進 が課題となった。
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資料

大 東町健康調査

満足 度の理由に関する自由 記載の分析

対 象 ・

対象 数 ：４ ０９ 名 （男 性 １７ ２名 女性 ２３ ６ 名）

２． 年齢 ： ５ ０代 ユ 名 （除 外）

６ ０ 代 ２ ２９ 名 （男 性 ７ ９名 女性 １５ ０名）

７ ０代 ！ ５３ 名 （男 惟 ７ ９名 女 性 ７ ４名）

８ ０代 以 上 ２６ 名 （男 性 １逐 名 女惟 王 ２名）

９ ０ 代以 上 Ｏ 名

亙． 記載 内 容分 析

王． 分 析 方 法 ：

・満 足 度の 理 曲 につ いて 記載 さ れて いる 内 容を 分 析 した。

・複 数 の記 載 は１ 理 由 を王 ポイ ン トと して 総計 ７ ６０ ポイ ン トを 分 析 した回

但 し、 例 え ば 訂健康」 「家 族」 等 のよ う に 単語 とし て記 載さ れ て いる 内容 は 除外 した。

２ 分析 の 視点 １ 五） 満 足度 の理 由 の多 少

２） １） につ いて の梼 徴

３） 性 別に よる 稲 違

４） 年 齢 による 相 違

δ） 満 足度 の 高低 によ る 特徴

（基準 ： 高い 一８ ５ 以上 低 い 一５ ０ 以下）

皿 分析緒果

１ 満足度の理由の多抄について

満 足度 の 理 由を ポイ ン トの 高 い順 位か らあ げる と以 下で あっ た。

１ 位 一 自 分、 家 族 の 健 康 に 関 わ る 内 容 １ ３ ４ ポ イ ン ト（１７．６％）

２位 一 満足 度 は考 え方 に よる な どの 価値 を 伴う 内容 ９ ０ポイ ン ト（王１．脇）

３位 一 自分 と 家族 と 家族 の病 気 に関 わる 内 容 ５９ 添イ ン ト （７，７％）

４位 一 家族 と の関 係や 家 庭生 活 に 関わる 内 容 ５ ５ ポイ ン ト（５．７％）

５位 一 趣 味や 楽 しみ がで きる こ と に関わ る 内容 ４ １ 添イ ン ト（５．３％）

つい で６ 位 が地 域 活動 や ボラ ンティ ア活 動、 ７ 位 はい ろじ）ろ した い がで きな い、 ８位 が

経 済的 豊か さ、 ９位カミ仕 事 を持 って い る こ とな どで あっ た。 こ れ らの 内容 をさ ら に大 き な

菱 とま り で みて みる と、 身 体的 健 康や 病 気な どの、 いわ ゆる 健 康 に関 わる と患 わ れ る理 由

が ２２ ４ ポイ ントあ り、 満 足度 は考 え 方 や受 け止 め 方 によ り異 なる と する 樋値 に 関 わる 理

由 が ９０ ポイ ン トで あっ た。 さ ら に家 族 や家 庭円 満 ・不 和 な ど家 族・ 家庭 に 関わ る 理曲 が

６ ６ ポイ ン ト、 趣味 や 楽 しみ がで きる ・ で きな いな ど の趣 味・ 楽 しみ な どの 活動 に 関わ る
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理 由カミ６ ！ ポイ ン トであ り、 っ い で経済 的 豊か さ ・貧 しさ な ど の経 済 に関 わる 理 曲 が３ １

ポ イ ン ト で あ っ た。

２． １の 溝 足度 の理 由 の待 徴に つ いて

満 是度 の 理由 の特 徴 と して大 きく は積極 的 な理 由 と消 極的 な 理 由に 分 類で き、 各々 の内

容 と頼位 は 以下 であ っ た。

＜積極的理由＞

（１） 健 康 に関 わる 理 由 ① 斗 ②斗 ③十 ④ 斗⑤ 斗 ⑥＝ 五３ ４ ポイ ン ト

① 十 ③十 ⑤ ；６ ９ポイ ン ト

① 白 分が 元気、 ま だ は健 康 であ る ６４ ポイ ン ト

② 家 族が 健康 で ある ３ １ポイ ント

③ 健 康で 働 ける こと、 また は 動ける こ と ２２ 添イ ント

④ 自分 と 家族 が健 康で ある １３ ポイ ント

⑤健康なので趣味や旅行カ燦 しめる ３ポイ ント

⑥ 家族 全員カ玩 気 で働 い てい る、 学校 へ 行っ てし）る １ポイ ン ト

（２） 価 値 に関 わる 理 歯 ① 十② ＝ ９ ０ ポイ ン ト

① 満足 度 はそ の人 によ り 違う ５４ 添イ ン ト

①の内容には以下を含む

・考 え によ り満 足度 は変わ る

・多 少 不足 があ る ほう がが ん ばれ る ので は

・若 い とき は頑 張っ た か ら報 われ て 今 は幸せ

② ・可 も なく 不可 も なく ３ ６ ポイ ン ト

② の内 容 に は以下 を 含む

ま あま 茜 だっ たか ら

・ 普 通 だか ら

（３） 家族 に 関わる 理 由 ①斗 ② 斗③ ＝４ 辺 ポイ ン ト

① 家 族 と仲 良く 生活 で きる こ と １９ ポイ ン ト

①の内容には以下を含む

・関 係 那う まく いっ て い る

家 の中 が平 和、 楽 し い

・ 安 泰

② 家 族が 良く してく れる １ ９ポイ ン ト

②の内容には以下を含む

・ 心 配 し て く れ る

理 解 してく れ る

・ 愛 さ れ て い る

③家庭円満 ６ポイ ント

（４） 趣 味・ 楽 しみ に関 わる 理 由 ４亙 ポイ ント

①旅行ができ淀

② 夫婦 で楽 し みを みつ けてい る
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③ 短歌、 句 会 に参 加 して いる

④ク ラス 会、 同窓 会に 行っ て 楽し かっ た

（５） 地 域活 動・ ボ ラ ンティ ア 活動 に関 わる 理 由 ２ ２ ポイ ン ト

① 人の 世 話が でき る、 ま たは して いる

② 地区 の 役員 を してい る

③ 地区 住 民と して 役割 を果 た して いる

（６） 経 済 に関わ る 理曲 ２ １ポイ ン ト

① 経済 的 にも心 配 ない

② まあ ま あだ が不 足を いえ ば きり がな い

③年 金 生活 だ がそ れな り に生活 も でき てい る

（７） 仕事 に 関わ る 理由 ２ ０ポイ ン ト

① この年 齢 になっ ても 勤め ら れて いる こと

②畑 ・ 農作 業を 営 んで いる こ と

（８） 遇 ご し方 に関 わる 理由 １ ７ポイ ン ト

好 きな よう に、 思っ た よう に 過 ごして いる

（９） 同 居 に関わ る 理曲 １ ６ポイ ン ト

息子、 また は 娘夫 婦 と同 居し てい るか ら

（１０） 家庭 内 に役 割 が有る こ と に関わ る 理由 １４ 添イ ント

①介 護 を してい る

②孫 の 世話 を して いる

③家 族 のた めに 食 事、 野菜 作 りな どを して いる

（ω 子供 の 自立、 孫 の 成長 に 関わる 理 菌 １ ３ポイ ン ト

①息 子カミ嫁 をも らっ た、 娘 が嫁 い だ

②待望の孫が生まれた

③子 供 を大 学ま で 芯 して結 婚 し孫 も多 数

〈消極的な理由＞

（１） 病気、 老 化、 体調 不良 に 関わる 理 由 ① 斗 ②十 ③ 十④ 斗 ⑤斗 ⑥ ＝ ５９ ポイ ン ト

① 斗 ②斗 ③ 十④ ＝ ４２ 添イ ン ト

① 自 分が 病気 １８ ポイ ン ト

①には以下の内容 を含む

胃 の調 子 が悪 い

・ 風 邪 が長 引 いて 体調 が悪 い

・ ぎ っ く り 腰、 腰 痛

・ 骨 折

②家族が病気 １９ポイ ント

②には以下の内容を含む

． 母 の 骨 折

夫や息子の病気

母が痴呆

夫の事故後遺症
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③家族が体調不良 ３ポイ ント

④白分と家族カ沸 気 ２ポイ ント

⑤老 化 １ ユポイ ン ト

⑤には以下の内容を含む

・ 年齢 の量 い で思 うよ う に動 け ない

・ 疲 労 が 著 し い

⑥ 健 康 不安 ６ ポイ ン ト

（２） し たい こと が ある がで き ない に関 わる 理 由 ２ 亙ポイ ン ト

①勤めが忙しく時間がない

②畑仕事や農作業が忙しい

③ 家 の仕 事 を優 先 する と自 曲な 時 間 がな い

（３） 家族 不和 に 関わ る 理由 １ １添イ ン ト

① 意見 の 衝突 が 度々 ある

② 孤 立 して いる

③ 暮 ら し方 が異 なる

④ 同居 してい る ので 云 いた い こと もい えな い

⑤ 家族 の 食事 づく り に 頭が 痛い こ とが ある

（４） 経 済 的困 窮 に 関わる 理 由 １ ０ポイ ン ト

①無職で余裕がない

②年金暮らしで生活が楽でない

③義母が老人病院に入り経済的負担大きい

④失業や不作に伴う収入減

（５） 息 子、 娘 が 未婚、 子 供、 孫 がい な い ９ポイ ント

（６） そ の 他

① これ ま での 人 生に 不満 ５ ポイ ント

②夫や息子の死

③一人暮らしが不安

④人聞関係の苦労

⑤一人での農作業はきつい

４ ポイ ン ト

４ ポイ ント

３ ポイ ン ト

３ 添イ ント

次 い で、 作 物 が 不 良、 家 屋、 土 地 の 管 理 が 出 来 な い、 老 化 は 寂 し い、 楯 談 楯 手 が な い、

後継 者 がい な いな どで ある竈

積 極的、 消極 的 理由 の特 徴 と して はそ れぞ れ 表、 裏 とし て挙 げら れて いる こ とが 理解 で

き る。 例 え ば健 康 に関 わる こ とで は、 健 康か 不 健康 か、 体 調カミ良 いか 悪 いか な どで ある。

消 極的 理 由に は 挙がっ て こ なかっ た 内 容 とし て満 足度 に 関わ る の は考 え方 や 受け 止め 方

な どとす る 価値 に 関わ る こと であ り； これ は積 極的 な理 菌 の重 要 な特 徴 とい え る。

３ 性別 に よる 相 違 につい て

〈 男性の理菌 ＞

積 極的 ・ 消極 的 理 由をポイ ン トの高 い 順位 か らあ げる と 以下 で あっ た。
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（１） 積 極的 な 理由

① 健康 に 関わ る理 由 ５ １ポイ ント

② 価値 に 関わ る理 由 ３ ２ポイ ント

③ 家族 に関わ る理 由 １ ４ポイ ン ト

④ 趣 味、 旅行、 楽 しみ に関 わる 理由 １ ３ポイ ン ト

⑤経済 惟 に 関わる 理 由 １１ ポイ ン ト

⑥仕 事に 関わ る 理 由 王 １ポイ ン ト

⑦ 同居 に関 わる 理 菌 １ ０ポイ ン ト

③十 ⑦ ＝２ ４ ポイ ン ト

（２） 消 極的 な理 由

① 自分、 また は家 族 の病 気 に関わ る理 由 １ ０ポイ ン ト

② 政治、 社会 情勢 等 に対 する 不満 に 関わ る 理由 ５ポイ ン ト

③ 老化 に より 思う よ う に出 来な いこ と に関 わる 理 曲 ５ポイ ン ト

④ 健康 不 安に 関わ る 理 由 ５ポイ ン ト

⑤仕事、 農作 業等 の 多忙 に 関わ る理 由 ５ ポイ シ ト

〈 女性の理由 ＞

（１） 積極的な理由

① 健康 に関 わる 理 由 ７ ５ポイ ン ト

② 家族 に関 わる 理 由 ３ ６添イ ン ト

③ 価値 に関 わる 理 由 ３ ０ポイ ン ト

④ 趣味、 旅 行、 楽 し みに 関わ る理 由 ２ ８ポイ ン ト

⑤ 友 人や地 域 の人々 との 触 れ合 いに 関わ る 理由 ！６ ポイ ン ト

⑥ 経済 性 に関 わる 理 由 １ ４ポイ ン ト

⑦ 子 供の 自並、 孫 の 成 長に 関わ る理 由 １ ４ポイ ン ト

⑧ 仕 事に 関わ る 理由 １１ ポイ ント

⑨ 同 居 に関わ る 理由 ７ ポイ ント

②斗 ⑨ ＝４ ３ ポイ ン ト

（２） 消 極的 な 理由

① 自分、 ま 危 は家 族の 病 気 に関わ る 理由 １ ６ポイ ン ト

② 思う よう に 出来 ない、 動 けな いに 関わ る理 由 ７ ポイ ン ト

③ 臼々 が多 忙 で時 閻的 余 裕 が不 足等 に関 わ る理 曲 ６ ポイ ン ト

④ 疲 労に 関わ る理 菌 ６ ポイ ン ト

顕 著 な男 女の 相 違 とい える 理菌 が ある と はい えな い。 ま た、 家 族 に関 わる 理 由が 男 性 と

女性 で は順 位 が異 なる が、同 居 してい る こと を加 え ると 大 きな 相違 と は云 え な い。 しか し、

女 性の ほう が 家庭 内 にお い てそ の役 割、 あ る いは 子供 や 孫の 存在カミ身近、 ま危 は 直接 関 わ

る 機会 が 多い ため か、 子 供 の 自並や 孫 の成 長 を満 足の 理 由 として 高 いポイ ン トを 示 した。

さ ら に、 日常 的 に地 域や 近 隣、 ある い は友 人 と の関係 が 深㌧）こ とや 必 要性 と 関わっ て いる

ため か友 人や 地 域 の人々 との触 槻 合 いに高 い ポイ ント を示 して い た。

男 性 で はポイ ン ト として は低 いが 消極 的な 理 歯と して 政 治や 社 会に 対す る 理 由が 挙 げ ら
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れて いる の が特 徴 的で あっ たむ

４、 年齢 に よる 相 違に つ いて

〈 ６ ０ 代 ＞

① 健康 に 関わ る 理由 ７１ ポイ ント

② 価値 に 関わ る理 由 ３３ ポイ ン ト

③ 家族 に 関わ る理 由 ２ ９ ポイ ン ト

④ 趣 味、 旅行、 楽 しみ に関わ る 理由 ２ ６ ポイ ン ト

⑤ 自分、 また は家 族 の病 気 に関 わる 理 由 互 ７ ポイ ン ト

⑥ 思う よう に 動 けなく な っ た等 に 関わる 理 由 １ ５ポイ ン ト

⑦ 仕事 に 関わ る理 菌 １４ ポイ ン ト

く ７◎代 〉

① 健康 に 関わ る理 由 ４ ２ ポイ ント

② 価値 に 関わ る理 由 ２ ４ 添イ ン ト

③ 家族 に 関わ る理 由 ２ １ ポイ ン ト

④ 友人 や地 域 の人々 との 触れ 合 いに 関わ る 理 由 １４ ポイ ン ト

⑤ 経済 性 に関 わる 理 由 １ ２ ポイ ン ト

⑥ 自分、 漢 た は家 族 の病 気 １２ ポイ ント

③十 同 居１ １ ポイ ン ト＝ ３３ ポイ ント

⑥斗 老 化 によ る衰 え７ ポイ ン ト＝ １ ９ポイ ン ト

〈 ８０ 代 ＞

① 健康 に関 わ る理 由 ９ポイ ン ト

② 家族 に関 わ る理 由 ５ポイ ン ト

③価 値 に関 わ る理 由 ４ポイ ン ト

④ 政治、 社 会 情勢 に 関わ る理 由 ４ ポイ ン ト

年 代に よる 特 徴 はポイ ン トの 高 い順 では 大 きな 差 異 はない回 しか し、 ６ ０代 で は⑥ の 内

容 に 「仕 事で 精 一杯 で 時間 的余 裕カミな い一 が 含ま 槻 て いる。 ま た、 次点 の 理由 と して 竈年

金 生活 に なり 経 済的 ゆ とり がな い」 が ９ポイ ン トで あ り、 これ らの こ とか らそ れ ま での 身

体 が 動い てい た 前年 代や 仕 事 に見 合っ た経 済 状況 な ど と現在 を 比較 して 評個１して い る傾 向

がみ える。 ７０ 代 で は同 居も 含め た 家族 に 関わ る 理由、 老化、 病気 に 関わ る 理曲 が ６０ 代、

８ ０ 代か ら みて ポイ ン ト が高く なっ て いる。 すな わ ち、 自己 の 現実 へ の対 応や 認 識 によっ

た 傾 向性 と いえ るの で はな かろ う か。 ８０ 代 は対 象 数 が少な く 比較 が困 難 で あっ た。

５ 満足度の高低による特徴について

〈 満 屋度 ８ ５以 上 の理 由 ＞ 対 象： 王 ５２ 名

① 健康 に 関わ る理 菌 ６ ３ポイ ン ト

② 家族 に 関わ る理 由 ２ ８ポイ ン ト

③ 価値 に 関わ る理 由 ２ ５ ポイ ン ト

④ 趣 味、 旅行、 楽 しみ に関 わる 理 由 ２ ３ポイ ン ト
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⑤ 経済 性 に関 わる 理 由 １ §ポイ ン ト

⑥ 好き な こと が 自由 にで きる 等 に関 わる 理 由 五 ３ ポイ ン ト

〈 満 足 度５ ０ 以下 の理 由 ＞ 対象 ： １０ ５名

① 価値 に関わ る 理曲 ２ ０ポイ ン ト

② 自 分、 また は 家族 の病 気 に関 わる 理 由 １ ６ ポイ ン ト

③ 健康 不 安 に関 わる 理 曲 １２ ポイ ント

④ 趣 味、 旅行、 楽 しみ がで きな いに 関わ る 理 由 １ ５ポイ ン ト

⑤ 老化 により 思 うよ う に出 来な い に関 わる 理 曲 五２ 添イ ント

⑥ 経 済不 安 に関 わる 理 曲 ６ ポイ ント

満 足 度の 高低 に よる 相違 は 当然 な が ら満足 度 の高 い者 は 積極 的理 由 があ げ られ てお り、

低 い者 は消 極的 理 由 があ げら れて いる。 しか し、 満 足度 の 高低 で は１ で記 載 した 満足 度 の

理 由と 同様 の結 果 で あり、 大 きな 特徴 はみ られ なかっ た。

満足 度 は高 いが そ の理 由 とし て消極 的 な内 容 もみ ら れ、 その 内訳 は政治、 杜会 情 勢、 若

い 人へ の 不満 等が ３ ポイ ン ト、 老 化 する こ とは 寂 しい こと が３ ポイ ン ト、 長 男 に嫁 がい な

い こ と２ ポイ ン ト、 その 他１ ポイ ント づつ なが ら挙 げられ てい る鉋 そ の いず れ も満 足度 ９

５ か ら８ ５の 間に あ り 訂言わ せ ても ら えれ ば多 少 は有る」 の範 嬢 で記 載さ れ て いる こ とが

予 測さ れ た． また、 満足 度 が低む）な が らも満 足 度 を左右 す るの は個 人 の価 値 判 断と して 高

い 赤イ ン トを 示 して いる の は調査 対 象者 の バラ ンス 感 覚と 云 える ので はな い だろ う か。

満足 度 が特 に低 い １０ か ら５ の度 数 なが ら積 極的 な 理由 をあ げてい るの 者 も 多かっ 危が

こ れ に つ い て は記 載 の 手 続 き を十 分 に理 解 し て い な い こ とも 予 測 さ 槻 今 後 の 課題 と云 え

る
。
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